
昭
和
二
年
八
月
六
日
朝
石
巻
の
地
震

j賓

島

仙

ヨた

良E

今
同
の
地
震
は
本
腕
と
し
て
は
珍
ら
し
く
張
き
も
の
に
属
し
、
去
る
大
正
十
二
年
関
東
の
大
震
を
世
田
地
に
て
戚
ぜ
し
ょ

'
り
も
確

K
著
し
く
、
測
候
所
の
記
録
に
て
は
明
治
四
十
五
年
六
月
の
強
震
と
同
程
度
の
も
の
に
し
て
而
か
も
そ
れ
以
上
の

張
3
な

boz

本
地
震
の
起
原
知
は
)
地
殻
内
部
の
比
較
的
深
所
に
殺
せ
し
も
の
L
如
く
、
本
腕
は
震
央
地
に
近
か
'
り
し
割
A
H
K
震
動

緩
慢
な
'
り
し
魚
幸
に
大
害
な
か
。
し
が
、
慮
に
よ
A
り
て
は
小
規
模
な
が
ら
、
地
盤
に
亀
裂
を
生
じ
、
地
水
湧
出
し
‘
地
盤

軟
弱
の
虞
に
於
け
る
倒
れ
日
現
宮
建
物
、
煙
突
、
石
垣
、
塀
、
陳
列
品
、
墓
石
等
に
て
倒
潰
.
破
損
、
墜
落
等
の
被
害
を
招

3
.
そ
の
見
積
概
観
金
一
高
一
千
五
百
闘
を
計
上
し
、
一
時
は
電
信
電
話
の
停
止
を
見
た
る
あ
λ
ッ
。
叉
避
難
せ
ん
と
し
て

負
傷
せ
る
者
も
少
か
ら
ず
、
恐
怖
の
徐
の
駆
け
出
し
て
田
に
落
ち
鎗
死
せ
る
馬
.
ぁ
，
り
し
程
な
み
。

後

震 嘗
測
候
所
の
地
震
観
測
概
要
は
左
の
如
し

時
一
八
月
六
日
午
前
六
時
十
三
分
十
六
秒
O
(仙
墓
六
時
十
三
分
十
七
秒
七
)

二
九



.月

争
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i
t
h
n
n
H
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気

，日

八
月
五
日

十十十
九 λ 七 六五四三二一四三二
時 時~時時時時時時予時時時時

/、

'日

一
差

h

低

O
J
一

&
低

O
よハ

低

O
、五

低
二
、

o

e

低

O
、九

高
二
‘
四

七
五

0
.
一

七
五

O
、o

七
四
九
よ
九

七
四
九
.
四

七
四
九
、
六

七
四
九
、
五

七
四
九
、
七

七
四
九
‘
九

七
五

0
.
0

七
五

0
.
一

・
七
五

0
.
0

七
五

0
.

一

二
九
こ

ソ
総
震
勤
時
間
一
¥
こ
十
二
分
五
十
八
秒
間
(
人
鰹

K
戚
ぜ
し
は
約

一
分
間
)

最

大

振

幅

遡
期
間
秒
に
付
主
二
粍
以
上
(
仙
官
笠
間
秒
八
に

震

日長 a 付
震主

十
九
粍

反白
河

・刷出'f，， 

六金間
十華か
五 UJ;ず
粁 2 沖
)会

震 J 地

源

(
阿
武
隈
川
洞
口
よ
h
東
南
東
約

地
震
の
誘
因
と
し
℃
は
、
恰
も
八
月
六
日
午
前
六
時
北
海
道
南

方
沖
合
ょ
の
金
華
山
附
近
に
か
け
て
一
佃
の
低
気
回
既
存
在
し
居
た

b
、
而
し
て
本
所
観
測
の
気
座
獲
化
乞
見
る
に
上
表
の
如
し
u

前
一
衣
を
見
る
に
八
月
一
司
よ
み
逐
日
気
回
腔
低
下
し
一
つ
下
、
六
日

に
は
前
記
低
気
歴
の
存
在
に
由
℃
低
極
に
達
せ
し
こ
と
瞭
ら
か
な

。
、
ま
た
筏
表
.
に
示
せ
る
が
如
〈
気
座
七
五

O
粍
以
下
の
最
杭
沈

下
せ
し
期
間
は
五
日
二
十
四
時
ょ
。
六
日
五
時
に
至
る
五
時
間
に



し
て
、
七
五

G
粍
以
上
に
出
づ
る
と
間
も
な
く
六
時
十
三
分
に
地
震
の
勃
殺
を
見
た
。
。

次
に
潮
位
の
高
低
は
如
何
な
'
り
し
か
を
調
査
せ
る

K
気
脹
と
の
関
係
に
甚
よ
く
類
似
せ
る
が
如
し
、
左
に
内
務
省
北
上

川
改
修
事
務
所
!
に
設
置
(
北
上
川
河
口
よ
り
十
四
町
り
上
流
に
あ
の
)
せ
る
自
記
駿
潮
儀
の
記
象
乞
一
不
す
。

八
月
八
日
塙
の
煎
庭
ξ
潮
位

魚

屋

-
3

円
J
寸
1

寸
|
叶
]
一

一一二一/一一一一一日

。。丁
R

/

J

、

、

‘

一

一

公

開

吻

「

i
L
i
-
-日
十
「
十
」

'

淵

m

s

也

月

同同同同同同八
月

七六五四三二一
日 日 日 日 日 日 日 日

潮干

一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一
位r-..均

五五pq五四四四四
一 一四二二 五 k米J 

，同

臼

f氏高高 O言ih fO E 
iO Q O O 

。三 O三 O七二O OO r三i11 差

$> 

上
表
八
月
四
日
よ
れ
潮
位
上
井

し
始
め
、
六
日
に
は
遂
に
一
両
極

k
達
す
る
を
見
る
。

何
て
ん
月
六
日
前
後
の
気
歴

-yd
潮
位
と
乞
吋
い

一不

3
ん

此
固
に
現
は
る
L
ー
と
と
ろ
に
就
て
看
れ
ば
恰
度
震
源
姑
の
地
殻
朕
態
が
不
安
の

極
に
達

L
居
。
て
外
線
の
之
れ
に
働
ら
主
か
く
る
タ
待
A
口
せ
居
た
ず
の
矢
先
へ
斯
如

き
気
回
附
低
減
を
翁
せ
し
た
ー
め
潮
位
の
増
嵩
を
促
し
袋
々
地
殻
の
抑
摩
b
k

若
じ
く
軽

羽
山
…
め
》
し
り
る

1.

岳、
t

1

 

か
ら
し
め
て
遂
に
地
震
必
殺
現
r
b
y

一
誘
似
せ
る
も
の
し
正
断
じ
て
差
支
へ
な
き
も
の
と

帽電

、、
ふ

'
数
年
来
地
震
の
経
過
乞
調
ぶ
る
に
一
t

一
一
一
陸
沖
火
口
社
所
謂
本
邦
外
側
地
震
帯
に
-
属
す

一
戸
先
凶
一



一
一
‘
九
四

る
廃

b
L
L
て
岡
地
附
近
に
は
従
来
、
屡
よ
小
地
震
あ
台
、
而
か
も
数
年
来
漸
準
的
化
そ
の
回
数
乞
増
加
し
つ

L
あ
台
、
之
れ

果
し
て
今
回
の
地
震
前
兆
な

8
し
か
、
否
ら
ゴ
る
か
、
設
計
パ
或
は
近
主
的
判
来
に
大
地
震
の
殺
現
を
促
す
の
前
騒
な
る
か
、

否
か
は
姑
ら
く
珠
想
し
符
ゴ
る
も
兎
に
角
法
目
す
ぺ

9
現
象
と
思
は
る
、
共
観
測
同
数
を
翠
ぐ
。

三
陸
沖
附
近
有
戚
受
地
震

昭同同同同同大

和 正

年|十十¥十

一五四三

年 年年年

前後前後前後前

学卒学学卒半年

同

一一 一一 一一 一一 一一
十十ナ ヤ十十
一ノ」ー、・-十寸ι二二一二ー一-
問問同悶同同 l叫 致

徐
震
と
認
h
u

♂
へ
き
地
震
は
、
八
月
六
日
に
三
岡
、
七
日
に
一
一
同

八
日
、
九
日
、
十
日
に
は
何
れ
も
各
三
同
づ
k
、
十
一
日
に
は
四

同
あ
ι
り
、
爾
後
日
を
隔
℃
L
偶
殺
を
見
る
の
み
、
漸
次
静
止
の
傾

向
を
一
不
す
。
管
内
観
測
所
十
三
ヶ
所
に
於

τ人
煙
に
戚
ぜ
し
総
震

勤
時
間
は
、
短
3
は
気
仙
沼
及
松
島
の
三
十
秒
間
、
長
さ
は
一
旦
理

の
三
分
四
十
秒
間
な
る
が
平
均
震
動
時
間
は
一
分
二
十
五
秒
間
乞

観
測
せ
今
、
叉
地
鳴
そ
聞
き
た
る
は
湯
原
、
吉
岡
の
二
箇
所
に
し

て
他
の
十
一
箇
所
及
石
品
位
、
仙
墓
に
て
も
之
れ
を
聞
か
ず
。

管
内
に
於
て
此
の
地
震
の
魚
受
け
た
る
被
害
の
状
況
を
調
ぶ
る
に
地
震
の
大
な
ム
リ
し
割
合
に
性
質
甚
緩
慢
な
λ

り
し
が
魚
幸

に
差
し
た
る
被
害
は
な
か
ち
し
も
、
地
質
の
比
較
的
新
生
居
地
域
に
於
て
は
共
程
度
も
大
会
く
戚
じ
・
且
つ
被
害
も
稲
著

し
か
・
0
し
が
、
古
生
屠
も
し
く
口
火
山
岩
地
域
に
て
は
震
度
mm
く
且
つ
殆
ど
被
害
乞
見
、
ぎ
ム
ツ
主
。

:
左
に
郡
加
に
で
一
概
略
を
認
す
。



旦

，理

君~ ， 

四破
千
百害
国

見

積

被

害
4

項

目

壁
‘
亀
裂
、
落
破
。
武
、
陶
器
、
場

詰
、
落
破
。
哲
郎
石
倒
伏
。

建
物
、
間
突
、
崩
壊
、
商
品
、
間
也
知

瓦
‘
搭
破
。
業
石
倒
伏
D

壁
.
崩
落
。

門
柱
、
倉
庫
‘
慨
突
等
破
損
。
石
燈

鑑
、
倒
伏
。

牡

鹿

~t[; 

千
四
百
闘
ー

志加

郡
ー
一
千
二
百
五
十
同

郡

八

百

八

十

闘

田美

就
中
被
害
の
彩
多
な
ム
リ
し
町
村
を
暴
ρ
入
れ
ば
左
の
如
し
。

亘
盟
郡
亘
理
町

牡
鹿
郡
波
波
町

同

石

巻

町

同

蛇

田

村

志
田
郡
古
川
町

加
美
郡
賀
美
石
村

被

害

見

積

四
千

O
七
十
回

一
千
七
百
闘

一
千
百
五
百
闘

二
百
国

八
百
五
十
回

七
百
闘

其栗名遠刈宮黒桃

田:9i~川生

他君[~君[;君[;君r; 君[;君[;君[;

w.取回

三
百
五
十
周

二
百
岡
、
!

二
百
回

二
百
闘

百
五
十
川
附

百
五
十
闘

百
三
十
国

百
闘
未
満

同

色

縦

村

黒
川
郡
富
谷
村

栗
原
郡
長
岡
村

名
取
郡
愛
島
村

刈
田
郡
稲
岡
村

同

小

原

村

山
屋
、
崩
・
援
。

壁
.
亀
裂
、
蕗
破
。
普
泊
、
泊
類
海
出

液
膿
海
出
。
某
石
倒
潰
D

山
山
居
尉
治
、
商
品
落
破
D

馬
鍔
死
。

回
目
誌
類
、
破
損
0

2

石
詞
崩
壊
.
液
鑑
漏
出
。

埋
詰
類
、
落
破
。

石
垣
崩
壊
口
地
盤
亀
裂
。
地
水
湧
出

百百百百百三い
恒l樹:五箇l五 j百

十十恒i
闘国

宥
枚
、
協
泉
行
川
川
崎
"
村
役
場
よ
ιり
ν

温
泉
に
異
常
あ
ら
ん
か
と
、
地
震
後
直
ち
に
腕
内
八
ケ
所
の
温
泉
地
へ
問
合
せ
た
る
に
針
し
左
記
の
問
答
を
得
た

6
0

一
部
分
に
地
震
前
調
九
段
昇
。
地
震
後
に
於
て
も
約
二
度
目
升
れ
れ
A

り
ま
た
皐
に
色
襟
白
色

化
滋
じ
て
今
街
(
八
月
一
一
十
三
日
)
そ
の
色
を
以
支
湧
出
せ
る
あ
の
。

一
作
並
郎
、
泉
一
れ
渡
瀬
・
村
長
井
A
Y
)

地
震
後
湯
量
和
増
加

L1.
且
つ
熱
量
四
度
粒
や
昇
一
角
せ
hJO

二
九
五

t
J



鳴
子
、
，
川
波
、
秋
保
i

鎌
先
、
小
原
、
，
遠
刈
田
の
各
温
泉
は
何
等
内
異
成
乞
認
め
子
。

f

二
九
六

も
津
浪
は
会
ぐ
な
か
ム
リ
し
も
の
k
如
F
V
〉
鮎
川
の
験
潮
所
に
は
な
か
ム
り
し
由
に
て
、
叉
石
単
位
川
河
口
附
近
.
鴨
波
、
大
森

月
涜
ー
の
各
駿
潮
所
に
も
別
放
な
ぐ
、
山
平
に
地
震
と
同
時
刻
に
地
殻
の
動
揺
を
水
に
一
体
ヘ
ー
た
る
震
波
を
現
象
紙
に
描
け
る
J

あ

i

'

l

 
g
 

'
 

地
震
に
よ
h
ノ
て
時
計
の
停
止
せ
る
も
の
を
調
査
せ
し
に
左
の
如
し
。

亘吉松古松石登

理岡島川倉巻米

『
止
ま
り
し
時
計
の
向
き

-

南

北

三

個

五

個
ニ

個

二八七一四三七東

十

個個個個個個個西

」

震

央

地

よ

り

-

の

方

向

北

十

五

度

北

二

十

度

北

三

十

五

度

北

三

十

五

度

北

三

十

八

度

北

四

十

三

度

北
ー
七
十
二
度

「
止
ま
り
し
時
汁
の

戸
向
今
東
西
の
割
合
'

七

Q

J

ヘ
六

六
七

一0
0

五
四占ハ一一一一一一

五七

前
表
は
勿
論
厳
正
な
る
屯
の
に
は
非
ぎ
る
も
の
大
憶
に
於
て
震
央
よ

0
正
北
比
一
泡

3
程
東
西
向
主
の
時
計
の
停
止
せ
る

個個個

も
の
多
く
、
次
第
に
正
西
に
近
づ
く
に
従
っ
て
南
北
向

3
の
時
計
の
停
止
せ
る
誌
の
多
さ
傾
向
を
一
不
せ

9
1

3
れ
ば
こ
の
程
度
の
地
震
に
て
時
計
の
止
ま
ム
リ
し
時
に
は
、
そ
の
時
計
の
振
子
が
振
れ
る
方
角
を
延
長
せ
じ
方
角
に
大

躍
の
震
源
が
あ
る
も
の
と
し
て
参
考
上
の
一
つ
に
供
ム
る
を
得
べ
き
か
。
(
尤
も
地
震
の
性
質
等
に
よ
.0
て
或
は
会
々
反
針



の
と
と
も
あ
ら
ん
多
く
の
賓
例
を
要
す
ペ
じ
。
)

-
何
蛍
時
の
一
被
害
般
況
を
減
察
せ
る
概
記
は
左
の
加
し
。

渡
波
町
の
被
害
朕
況

亀

谷

技

手

一
、
宮
城
腕
水
産
皐
校
並
に
宮
城
腕
水
産
試
験
場

建
物

a

は
東
西
に
長
く
南
方
に
向
っ
て
建
て
ら
れ
皐
校
は
克
菩
三
階
.
試
験
場
は
克
葺
平
家
な
'91
雨
所
共
に
各
室
の
服
部

品
化
亀
裂
を
生
日
亀
裂
方
向
は
何
れ
も
北
!
ー
南
に
し
て
東
西
に
は
殆
ど
な
し
。

苧
謀
本
・
室
に
於
け
る
標
本
堤
円
。
与
一
ブ
京
戸
付
主
多
く
一
品

3
約
四
尺

|
1六
尺
町
一
尺
四
五
寸
程
度
の
陳

列
棚
に
飾
ゥ
付
け
ら
れ
、
。
室
内
の
四
方
、
壁
下
ど
、
室
の
中
央
部
と
に
置
か
れ
た
る
も
の
に
し
て
多
数
蹴
倒
破
損
せ

8
0

理
科
皐
室
戸
棚
に
あ
る
標
本
な
ど
は
多
く
倒
伏
せ
し
が
、
今
倒
れ
残
ヨ
れ
・
一
仕
る
も
の
に
付
て
調
べ
た
・
る
に
、
多
く
北
方

に
山
っ
て
倒
伏
す
。

試
験
場
に
℃
も
同
標
本
用
薬
品
境
破
損
の
魚
流
失
約
四
十
ポ
ン
ド
、
二
階
屋
上
の
克
は
南
及
北
側
に
ズ
レ
出
し
た
る
佃

所
あ
tn
じ
高
修
理
し
あ
ム
リ
。

後
震
常
時
高
石
浦
に
て
は
水
面
一
帯
に
泡
の
如
く
一
時
に
気
泡
浮
主
出
'
で
た
る
を
試
験
場
舶
の
船
長
が
目
撃
せ
h
と。

一
、
渡
波
製
盤
所

問
所
の
煙
突
一
打
製
盤
所
の
東
側
に
約
十
問
を
隔
て
三
本
建
℃
あ
'OP
何
れ
も
岩
材
を
積
み
上
げ
岩
と
岩
吉
一
の
問
に
漆
喰

一
九
土



二
九
八

塗
に
し
て
、
基
礎
は
深
〈
堀
内
下
げ
砂
利
回
め
の
上
に
二
間
四
方
の
コ
シ
υ

ク
リ
ー
ネ
に
℃
固
め
た
る
上
に
積
上
げ
均
一
る
一

も
の
に
し
て
各
煙
突
の
高

3
及
崩
壊
個
所
左
の
如
し
。

第
一
煙
突
一
両

3
六
十
五
及
。
径
上
部
内
径
三
尺
三
寸
。
下
部
六
尺
。
崩
壊
上
部
二
十
尺
。

第
二
煙
突
高
3
六
十
尺
。
筏
上
部
内
径
三
尺
三
寸
。
下
部
六
尺
。
崩
壊
上
部
十
五
尺
。

第
三
煙
突
一
角
さ
六
十
三
尺
。
径
上
部
内
径
三
尺
一
一
一
寸
。
下
部
六
尺
。
崩
壊
上
部
八
尺
。

煙
突
は
何
れ
も
震
動
の
谷
川
四
方
へ
崩
れ
落
3
れ
た
る
も
の
L
如
く
其
轄
落
方
向
は
剣
然
せ
ず
。

石
巻
町
被
害
紋
況

重島

谷

技

手

営
町
新
田
町
清
美
公
園
内
の
御
影
石
燈
箆
四
釜
(
土
釜
石
、
柱
石
、
冠
石
の
五
段
に
組
上
げ
あ
る
も
の
、
一
角

3.約
七
尺

の
も
の
一
、
高

3
約
八
尺
五
寸
の
も
の
一
二
)
倒
伏
せ
。
、
内
三
牽
は
何
れ
も
北
々
来
に
向
ぴ
一
墨
付
北
方
に
向
っ
て
倒
伏

せ
h
o

新
田
町
久
山
一
一
地
寺
境
内
墓
地

K
て
高

3
二
尺
五
寸
位
の
国
柱
賊
墓
石
一
一
例
西
方
に
倒
伏
せ

b
(砂
田
町
鰐
山
墓
地
に
は
北
へ

倒
伏
せ
る
も
の
一
個
あ
。
)

廓
下
付
西
方
化
一
倒
潰
せ
ム
ッ
、

新
田
町
石
港
区
一
裁
剣
所
構
内
の
登
記
所
と
人
民
控
所
と
に
(
北
よ
ι
り
南
)
通
ず
る
長
ヨ
八
問
、
幅
一
間
一
角

3
九
尺
の
克
茸

一
方
之
れ
と
同
形
構
造
な
る
東
側
廓
下
(
北
上
。
南
)
の
克
茸
屋
根
付
南
方
部
に
於
て
、
屋
根

の
接
A口
J

尚
南
北
動
に
よ
・
0
抜
け
出
で
、
東
西
動
に
よ
ム
リ
西
方
に
抜
け
出

3
れ
、
今
一
揺
の
に
て
西
側
廓
下
で
同
校
倒
潰
せ



ん
と
し
危
く
支
へ
ら
れ
た
り
、
克
民
同
所
内
部
に
就
き
調
査
す
る
に
各
室
内
の
壁
は
約
七
十
坪
に
一
旦

0
て
亀
裂
を
生
じ
.

階
下
は
西
側
(
北
よ
ι
り
南
へ
)
壁
聞
の
中
央
部
に
積
裂
k
生
じ
た
A

リ
、
同
二
階
室
の
東
側
の
壁
間
鴨
居
の
喰
合
せ
部
に
で
柱

の
上
下
折
損
し
上
下
壁
は
少
し
く
弓
般
に
反
ιり
を
墨
せ
ιり
、
同
裁
剣
所
は
明
治
二
十
一
年
の
創
立
に
か
K
L
り
建
築
は
可
成

太
材
を
使
用
し
あ
る
克
菩
三
階
建
な
A

り
、
去
る
大
正
十
二
年
関
東
大
震
院
は
玄
関
と
本
屋
と
の
技
会
部
震
動
の
魚
に
三
、

四
寸
開
閉
を
見
た
'
り
と
。

一
長
町
に
於
て
一
品

3
約
十
五
尺
の
克
菩
土
蔵
の
北
側
屋
上
克
は
土
塊
と
共
に
杢
部
脱
落
し
、
南
側
の
一
丸
は
杢
睦
斜
面
君
。

し
に
約
五
寸
位
一
い
ズ
レ
下
'
り
た

0
3
0

阿

部

技

一
、
古
川
町
大
柿
米
城
答
泊
醸
造
底
煙
突
の
折
損
は
、
赤
煉
克
積
四
角
錐
に
し
て
、
一
両

3
四
十
六
尺
校
最
下
部
付
三
尺
六

寸
五
分
角
、
最
上
部
一
尺
四
寸
角
の
煙
突
に
し
て
下
部
よ
ム
リ
六
、
七
尺
位
ま
で
は
一
枚
宇
積
、
次
は
一
枚
積
、
上
部
は

字
放
積
な

0
.
最
上
部
よ
ム
リ
十
二
尺
位
い
の
慮
(
略

l
宇
枚
積
と
一
枚
積
と
の
境
)
に
て
折
れ
た
る
も
辛
ふ
じ
て
轄
落
を

免
れ
西
方
化
一
寸
五
分
、
北
方
に
八
分
位
グ
レ
て
直
立
し
居
た
台
。

古
川
町
友
渇
谷
町
被
害
朕
況

長

技

手手会

同
町
内
七
日
町
佐
々
木
酒
醸
造
所
に
て
生
酒
貯
蔵
の
八
尺
樽
は
西
南
方
へ
盗
出
せ
り
。

同
町
内
十
日
町
米
津
銭
減
氏
方
の
士
戒
は
普
通
の
白
壁
遣
の
克
菩
に
じ
捨
て
徐
程
古
き
も
の
な
る
が
、
北
四
十
度
西
の
向

二
九
九



一O
O

36に
建
ち
た
る
間
口
二
問
、
奥
行
3
三
間
の
小
倉
庫
に
し
て
前
後
の
鬼
克
崩
落
せ
る
た
め
に
前
屋
根
小
破
せ
ち
。

ま
だ
同
氏
方
広
て
五
重
の
塔
は
最
上
頭
の
石
北
方
に
特
落
し
、
外
に
四
尺
位
い
の
石
燈
箆
あ
'
り
℃
南
方
へ
二
個
、
北
方

ヘ
も
二
個
倒
伏
す
。

古
川
裁
判
所
は
北
三
十
度
西
向
主
の
間
口
十
九
尺
字
、
奥
行
き
十
九
尺
、
一
品

3
二
十
尺
位
い
の
圭
織
の
屋
根
崩
落
し
、

叉
石
門
柱
は
長
さ
一
丈
位
い
一
尺
角
の
も
の
甫
々
東
方
に
倒
れ
か
L
れ
'
り
倫
藤
合
各
室
の
壁
の
亀
裂
又
は
剥
落
せ
じ
も

の
数
ヶ
一
所
あ
h
何
れ
も
室
の
南
々
東
側
に
あ
る
壁
の
み
な
ι
り。

一
、
涌
谷
町
の
地
破
れ
は
練
牛
と
稀
す
る
庭
に
し
て
東
西
に
短
主
は
十
問
、
長
主
は
三
十
問
位
い
1

八
筋
の
亀
裂
を
生
ぜ

ら
裂
け
目
の
最
も
民
主
慮
は
三
寸
〆
余
あ
今
、
深
3
六
尺
余
な
ι
り
主
、
何
れ
も
地
震
砂
田
時
こ
の
破
れ
目
よ
ム
ワ
泥
水
を
湧
出

せ
ム
ワ
、
国
に
此
の
地
は
明
治
四
十
三
年
の
水
害
の
際
近
く
の
堤
防
侠
壊
し
、
恰
度
此
の
亀
裂
せ
し
庭
付
恰
か
も
川
の
如

う
水
路
と
化
し
た
る
彪
に
し
て
後
日
埋
立
て
た
る
土
地
な
ι
り
と
云
ム
。

向
，
乙
の
附
廷
の
某
氏
の
庭
に
て
は
地
水
湧
出
し
て
幅
二
寸
位
い
の
砂
を
盛
ι
り
上
げ
た
る
穴
を
生
ぜ
'
り
。

(
於
石
各
測
候

所
}
(
潟
異
参
照
)


